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研 究 主 題

国際社会 に生 きる人間 と して、 自 ら課題 を追究 し、行動 する資質 を養 うための授 業展 開

の工夫
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研 究主題

国際社 会に生 きる人間 と して、自 ら課題 を追究 し、行動 す る資質 を養 うための授業展 開の工夫

主 題設定の理由 と研究経過

急速 な経済の発展 にめ ざま しい交通 ・情報網の発達 に伴 って、国際社会 において どの よう

に主体的 に生 きてい くかが求 め られている。 また、国際化の進展 は、 日本 や世 界の地域 社 会

の生活や文化 とい うものを見つめ直す とい うことも大 きな課題 である。

この ような社会 の大 きな変化 に対応 し、子 ども一人 ひと りに 「生 きる力」 を培 うことを基

本的 なね らい として新 しい学習指導要要領が 、昨年告 示 された。生徒 が 自ら考え、 自ら学 ぶ

学習 の在 り方 を追究す るこ とが求め られてお り、本部会では以下 の三つのテーマ を設定 し、

生徒が 、幅広 く問題意識 を持 たせ課題 を追究する心、そ して実際に行動す る力を育成 し、充

実 した生活 を送 る ことがで きる ようにす ることを目指 し、 この研 究に取 り組 んだ。

1人 や物の移動 による文化形成

交通 ・通信手段 の発達 に より、国際的 な結 び付 きが今 後 ます ます深 まってい くであ ろう。 世

界の異 なる地域の 問で人 と物の 交流が盛 んで ある。 しか し、過去の歴史において も、盛 ん な人

と物 の移動 は存在 していた。そ して、人的 ・物的 な移動 はよ り豊かで新 しい文化 を創 り上 げ て

きた。 この ような文化の接触 か ら新たな文化形成す るにい たる過程 を学ぶ ことは、現代世 界 の

かかえる諸問題 を考察する糸 口 となるであろ う。そこで 、本 グループでは 、人 ・物の移動 や交

流 か ら生 じる異文化の接触 が よ り豊 かで、新 しい文化 を形成す る可能性 に注 目し、「スパ イス」

「台湾」「ア イル ラン ド」 「縄文文化」 を題材に、国際社会 の中で他者 との共生 を 目指 して生 き

る資 質 を育成す る授 業展開の工 夫 を試 みた。

II日 本 と諸外 国 との接触 か ら派生 して きた問題

現 在、交通 ・通信網の発達や情報 化の進展 に伴い、世 界が相対的 に縮小 してい くなかで急速

に国際化が進んでい る。 この ような現代 の国際社会の なかで は、生徒 自身が国家の わ くを越 え

て互 いの価値 を認めあい、同時に 自分の意志 を相手 にはっ きりと伝達す る資質 を養 ってい くこ

とが、 よ り必要であ る。 この課題の解決のためには、過去 の事例 を学び 、歴 史的事実 に対 す る

認識 を深め させ ることで、その中か ら得た知 恵や教訓 を将来 に生か して い くこ とが不可 欠 とな

る。そ こで本 グルー プで は、諸外国 との接触 か ら派生 して きた問題 を取 り上 げ、授業 展開の工

夫 を試み た。

皿 日々の生活の場 か ら歴史 をみつめ る

社 会全体が国際化 し、様 々な異文化 に接 する機会 が増 えている。異文化 を理解 してい くこ と

も重 要 だが 、それ以上 に自己の足元 を見つめる ことが大切 である。 日々の生活 の場 には、実 に

多 くの過去か ら引 き継が れて きた風俗 ・習慣 等が多 く、私 たちの生活 もその影響 を多分 に受 け

てい る。また、身近 に触 れて いる自然や風景 も人為的に変化 して きている とい う意味 で、歴 史

的 に とらえるこ とが大切であ る。本 グルー プでは、現代生 活の中で通常接 している事 象や 自然

を歴史的 に考察す る とい う視点で教材化 を図 り、生徒 の主体的な活動 を促す教材 を も りこみ な

が ら系統的 な学習内容 を理解で きるよ うに配慮 した。具体的 には、和風住宅の源流を探 る学習、

多摩川流域 を素材 とした地域 史学習 、地域社会 に残 る民間信仰 を探 る学 習を研究テーマ とした。
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1人 や物の移動 による文化形成

1イ ン ドの スパ イスが もた ら した世界 の食文化への影響

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 イ ン ドの食文化 を特徴づけ る代 表的な もの としてスパ イス

が ある。大航海時代 、 ヨーロ ッパ の人 々は胡椒の直接 貿易 を求めて イン ドを 目指 し、命 が け

の航 海 に出た。そ して、胡椒 をは じめ 、世界 に広 まったスパ イスは、世 界各地でそ れぞ れ の

食文 化の充実 に大 き く貢献 して きた。 この熱帯地域特産であ るスパ イスは 、イ ン ドの食文 化

を特徴 づけ るものであ る。 また世界の食文化 に取 り入れ られ、新 しい食文化の形成 に一役買っ

た もの と して取 り上げ るこ とがで きる。 これ らは身近 なものか ら国際社 会 に 目を向 けさせ て

い くこ とをね らい と してい る。そ して、スパ イス を一つの例 と して、熱帯作物の生産か ら流

通 に至 る までの今 日的 な課題 を考察 させ、生徒が 自ら考え、課題 を追究 してい くこ とが で き

るよ う本教材 を取 り上げた。

(2)本 時 のね らい 本時は3時 間構 成の第2時 限に当たる。第1時 限では、わが国の生 活文

化 とは異 な り、主 として ヒンズー教 に基づ いた イン ドの生活 と文化 につ いて紹介 す る。 本時

はスパ イス(と りわけ胡椒)に 焦点 をあてなが ら、イ ン ドの食文化 につ いて考 え、その スパ

イスが世 界の食文化 に大 きな影響 を与 えて きた点 につ いて考察す る。第3時 限では、授 業 時

間外 に実際 に有志 の生徒 とイン ドカ リーをつ くり、その様子 を ビデオにお さめ、全員 で その

調 理過程 を見 た上 でイ ン ドさなが らに手 を使 って味 わってみ る。学習指導要領 での関連分 野

は、「地理A」 の 「(2)地域性 を踏 まえて とらえ る現代世 界の課題」 の 「ア 諸 地域 の 生活 ・

文 化 と環境 」、「地理Bの(2)現 代世 界の地誌的考察」の 「イ 国家規模の地域」で ある。

(3)展 開例

学 習項 目 学 習 活 動 備 考

○ スパ イ ス を ○ カ リー 、 タ ン ドリーチ キ ンや チ ャ イ につ い て 紹 介

使 った イ ン ド す る 。特 に カ リー につ い て は イ ン ドで は どの よ う に

導 料理 食べ られ て い る か(頻 度 、材 料 、味 な ど)紹 介 す る。

○ ス パ イ ス と ○ スパ イス の種 類(胡 椒 、シ ナモ ン、丁 字 な ど)と 特 主 なスパ イスの サ

は どの よ う な 色 な ど生徒が調べて きた こ とを発表 しあい、人 間の ンプル を回覧

入 もの か 食 生 活 にお け る スパ イス の 効 果(防 腐 、 食 欲 増 進 、 資 料 「ス パ イ ス と

味付 け、香 り付 け他)を 生徒 どう しで意見交換 しあ は 」

う 。

0大 航海時代 ○ そ の 昔 、 イ ン ドの胡 椒 が ヨー ロ ッパ で金 と同等 の ワ ー ク シ ー ト

ヨ ー ロ ツ パ 人 価値 をもっていた ことを説明 し、大航 海時代 にはバ 「大 航 海 時代 の 遠

を遠洋航 海 に ス コ ・ダ ・ガマ や カ ブ ラ ル らが イ ン ドと直 接 貿 易 を 洋航海」

か りた て た イ 行 うために命がけの航 海を行 ったことを紹介す る。

ン ドの胡椒
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展 ○ 日本 に も伝 ○ 昭 和 初 期 、 ラス ・ビハ リ ・ボ ー ス に よ っ て 日本 に 資料 「新宿中村屋

わ っ た イ ン ド 伝 え られ た イ ン ドカ リー の エ ピソ ー ドを紹 介 し、 カ と して(日 本 に初

のスパ イス料 リーが今 日かた ちを変えなが らも日本人の食文化 の め て イ ン ドカ リ ー

開 理 一 つ と して大 き く根 付 い て い る こ とを確 認 す る
。 を伝 えた人)」

○世界の料理 ○胡椒 を使 った世界各 地の代表的 な料理 を紹介 しあ ワ ー ク シ ー ト 「胡

に使われ る よ う 。 椒 を使 った世 界 各

うに な っ た胡 地の料理」

椒

○スパ イスの ○胡椒その他のスパ イスはイ ン ドの食文化 にお いて

ま
意義 不可欠 なものであ ると同時に、世界 の食文化 に影響

を与 え、充実 した世 界の食文化 の形成 に一役買 った

と
○熱帯作物の

ものであ ることを確 認す る。

○スパ イスほかい くつかの熱帯作物が 、すで に世 界 レポ ー ト課 題 「生

め
生産 ・流 通 に

おけ る問題 点

の食文化 においてはな くてはな らない もので ある こ

とを確認 し、それ ら熱帯作物 の生 産や流通 にお いて

産や流通 におい て

問題 をかか え る熱

と課題 よ く見 られる問題点や今後 の課題についてまとめる。 帯作物」

(4)評 価 の観点 ① スパ イスが イ ン ドの食文化 を特徴づける もの となってい ることを把握 で

きたか 。② スパ イスが世 界の食文化 に取 り入れ られ、世 界の食文化 を充実 させ るもの と して

大 きな存在 となっている ことを理解 で きたか。③ スパ イスやその他 の熱帯作物 が、生産 か ら

流通 に至 る までの課程 で様 々な問題 をかか えてい ることを理解 し、今後 の課題 を考察で きた

か。

(5)指 導上 の留意点 ① 「大航海時代」や 「日本 には じめて伝 わったイ ン ドカリー」 につ い

ては史実の説明 に深 入 りしす ぎない ように注意す る。② 展開の最初 の項 目で、 イン ドで安 価

なスパ イスが 、なぜ ヨーロ ッパで は高価 になったか生徒 に考 えさせ る。(考 える ヒ ン トと し

て ヨー ロ ッパ人 はイ ン ドとの直接貿易 を望んだ ことをあげる。)③ 世 界各 地 の料理 の紹介 に

おいて は よく知 られている もので 、生徒がわか りやす く興 味 ・関心 を もてる ような もの を示

す。④熱帯作物 の生 産 ・流通 にお け問題点 と課題の考察は、生徒 が取 り組 みやす くなる よ う

に状況 を見 て作物 名を提示 した り、事例 を一つ二つ紹 介 した りする。

また、生徒 が調べ て きた問題点 の補足説明 には、特 にプランテー シ ョンやモ ノカルチ ャー

経済 、大地 主制度 の形 成な どに焦 点をあてて説明 し、熱帯作物 の生産地域 はかつての植 民 地

であ って、い まだにその影響が大 きいことを理解 させ る。
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2人 の移動 による台湾社会の変遷

(t)教 材 と して取 り上 げた理 由 かつ て 日本の植民地であ った台湾の歴史は外交関係が 途絶

えたためか 、同 じ過去 を もつ朝鮮半 島に比べてあ ま り詳 しくは知 られてい ない。南方 の隣 島

の事 情 を知 る意味か らも、 日本の歴史 を知 る意味か ら も、台湾の歴史 を知 ることは、非 常 に

意義があ る。

また、台湾の今 日ぽ で の歴史 は、人の移動 に伴 う社会変化の繰 り返 しであった。マ レー ・
ふっけん はっ か

ポ リネシア系の先住民が暮 らしてい た台湾 に、17～19世 紀 に中国大陸南部 か ら福建系 ・客家

系 の人々が移住 し、やが て多数派 となった。 日清戦争後の1895年 に日本領 とな ると、 日本人

が支 配者 と してや って来 た。第2次 世界大戦後の1945年 に台湾 は 日本領 か ら中華民国領 とな

り、その後の1949年 には大陸で 中国共産党 との内戦 に敗れた国民党の一団が支配者 としてやっ

て来た。 これ らの人の移動 と支配者の交替 に伴い、台湾の社会 ・文化の状 況はその都度 大 き

く変 化 した。台湾の歴史 は、人の移動 に伴 う社会的 な変化 を考察す る上 で非常 に参考 となる

であろ う。

現在 、台湾 は東 アジアの新興工業地域(NIES)の 中で有力 な地位 を占め 、 日本 との経

済 的な結 び付 きは強い。 また、東 アジアの政治情勢の 中で、台湾の前途が国際的 な注 目を集

め ている。今 後の 日本 にと り、台湾 は様 々な意味で関心 を向ける ような存在 となるであろう。

以上 の ような背景か ら、現代の 日本の高校生が台湾 に目を向け歴史的 ・地理的 に学習 す る

こ とは、国際理解お よび 自国理解の観点か ら意義があ ると判 断 し、教材 と して取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 本時 は4時 間構 成の第2時 限に当たる。第1時 限では 「日本の開国 と 日

清戦争」 を取 り上げ、 日本の台湾領有 を学習する。本時では台 湾の歴 史 を概 観す るが 、そ の

際 に 「人の移 動 に伴 う社会の変化」 に焦点 を当てる。第3時 限では 「清 に押 し寄せ る帝 国主
ぼじゆつ

義」 を取 り上 げ、戊戌 政変 と日露戦争 について学 習する。第4時 限では 「ア ジアの人 々の 目
しんがい

覚 め 」 を取 り上 げ 、 辛 亥 革 命 を学 習 す る。 なお 、 本 時 は特 定 の 地域 ・特 定 の事 象 を取 り上 げ

る テ ーマ 学 習 と して扱 う こ と もで きる 。 学 習 指導 要 領 で の 関連 分 野 は 、世 界 史Aの 「(2)一体

化 す る世 界」 の 「エ.ア ジア 諸 国 の 変 貌 と 日本」、 ま た は世 界 史Bの 「(4)諸地 域 世 界 の 結 合

と変 容 」 の 「エ.世 界市 場 の形 成 とア ジア 諸 国」 お よび 「オ.帝 国主 義 と世 界 の 変 容 」 で あ

る。

(3)展 開 例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

・台 湾 の 言 語 ○台湾の多言語の状況 を実体験 す るために、CDで 国 ・資 料 「世 界 こ

導
の複 雑な状況 語(北 京 語)、 台 湾 語(福 建 語)、 ツ ォ ウ語(先 住 民 語 とばの旅」 のC

の ひ とつ)を 聞 い て み る。 D

入 ○ 台湾のテ レビでは、放 送言 語 を聞いて理解 で きない

人のため に字幕 が よ く出る ことを確認す る。
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・清 代 ま で の ○台湾の先住民がマ レー ・ポ リネシア系の諸民族 であ ・資 料 「先 住 民

台湾 り、現在 は東部の山地に住 んでい るこ とを資料で調 べ 族 を図解す る」

る 。 「大陸 か ら台湾
ていせい こう

○ オランダの台湾占領、その後 に明朝支持の鄭成功 の への移民」

台湾 占領、 さらに清朝 に よる鄭氏政権打倒 と台湾 占領 「台湾人の構 成

へ と続 く歴史 を資料 で調べ る。 早 見表」

展
○清が領有 した台湾 に、中国大陸南部で福建 系や客 家 「激動の近代 史

系 の人々が移民 した経過 を資料で調べ る。 ダ イ ジ ェス ト」

・日本 の 植 民 ○台湾 が 日本 の植民地 となった契機 は日清戦 争で ある 「年表」

地の時代 ことを資料等 で調べ る。 「図表」

○ 日本語 が広 く通用す るようにな ったのは学校教 育 に 「台湾香港Q&

よるこ とを資料等で理解す る。 A100」 よ り抜

○ 日本 人 と台湾人の関係 について確 認する。
"台 湾 人 の 民 族

・中華 民 国 の ○ 日本 の敗戦 に伴い台湾が中華 民国に帰属 した こ と及 構 成 は?""台

時代 び社会 ・文化の変化 について資料等 で調べ る。 湾 人の対 日感 情

○国民党軍人 と台湾人 とが衝突 した二 ・二八事件 が な は?"

ぜ起 こ り、徹底的 に弾圧 された台湾 人がその後 に どの "外 省 人 と本 省

開
よ う に な った の か を資料 等 で調 べ る 。 人 の対立 は なぜ

01949年 に大陸で国民党が中国共産党 に敗北 したこと、 ?"
しょかいせき

蒋介石の国民党政権 の関係者が多数 で台湾 に逃 れた こ
"台 湾 は なぜ 中

がいしょうじん ほん しょう

と、その結果、大 陸出身の外 省 人が台湾 出身の 本 省 華民 国なのか?"
じん

人 を政治 ・経 済 ・社会 ・文化の面で支配す る体制 がで 「ワ ー ク シ ー ト」

きた こ と を資 料 等 で調 べ る。 その他

・人 の 移 動 に ○ 台湾の社会 ・文化 の中心勢力の交替が台湾の複雑 な

ま 伴 う変化 歴 史 を形成 したこ とを確認す る。
り とう き

と ・現 在 の 台 湾 ○本 省人の李登輝総統 の登場 と民主化の進行 によ り台

め の状況 湾 の 政 治 ・経 済 ・社 会 ・文 化 の 状 況 が 急 変 して い る こ

とを確 認 す る 。

(4)評 価 の観点 ① 台湾が民族や文化の面で多元 的な社会であ る点 を理解で きたか。② 台 湾

におけ る民族や文化の状況が、島外 か ら来た支配勢力 の交替で次 々 と変わ った点 を理解 で き

たか。

(5)指 導上 の留意点 ① 資料 の精選 に努 め、生徒が理解 しやす く興味 を引 くように工夫す る。

② 日本 の植民 地支配をめ ぐ り、台湾 人の中に様 々な意見があ ることを紹介 す る。③ 台湾 をめ

ぐる国際情勢 には、現 在 も微妙 な点 が多 いこ とに注意す る。
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3ア イ ル ラ ン ドの ジ ャガ イモ 飢 饅

(1)教 材 と して 取 り上 げ た理 由 大 航 海 時 代 に ラテ ンア メ リカ か ら、 ヨー ロ ッパ に伝 播 した

ジ ャ ガ イモ は 、 徐 々 に人 々の 食卓 に普 及 してい った 。 土 地 の や せ た ア イル ラ ン ドで は 、 農 民

の重 要 な栄 養 源 と して ジ ャガ イ モへ の 依 存 度 が 高 まっ た 。19世 紀 の ア イル ラ ン ドで は 、 イ ギ

リス 人 に よ る土 地 支 配 の も と、多 くの ア イ ル ラ ン ド人 は小 作 農 と して生 計 を立 て て い た。 彼

らの 栽培 す る小 麦 は地 代 と して納 め られ 、 地 主 に富 を もた ら した が 、 ア イル ラ ン ド人 の 農 民

の 食 糧 に な っ た の は ジ ャガ イ モ で あ っ た。 産 業 革 命 以 降 の イギ リス で は 自由 主 義 的 な改 革 が

進 行 す るが 、 こ の時 期 の ア イ ル ラ ン ドで は土 地 ・宗 教 ・自治 をめ ぐ諸 問 題 が お こ り、 そ れ が

現 在 も 「ア イ ル ラ ン ド問題 」 と して続 いて い る。1845年 か らの ジ ャ ガ イモ の 凶 作 は大 飢 饅 を

引 き起 こ し、土 地 を離 れ ざ る を え な か っ た ア イ ル ラ ン ド人 は大 量 の 移 民 と な っ た。 彼 らは ア

メ リ カ等 で の 定 住 化 の過 程 で 数 々 の 困難 に対 処 せ ね ば な ら なか った 。 ア メ リカ社 会 に お け る

ア イル ラ ン ド系 移 民 の あ り方 は 、異 文 化 の 接 触 を考 え る上 で の 様 々 な問 題 を提 起 して い る 。

そ こで 人 ・物 の 移 動 と文 化 形 成 を考 察 す る教 材 と して 、 「ア イ ル ラ ン ドの ジ ャ ガ イ モ 飢 謹 」

を取 り上 げ た。

(2)本 時 の ね らい 本 時 は19世 紀 の欧 米 社 会 の成 長 と変 容 を扱 う、7時 間 構 成 の 第3時 限 目

に 当 た る。 第1時 限 で は ウ ィー ン体 制 と ヨー ロ ッパ 、 第2時 限 で は イギ リス にお け る諸 改 革

と 自由 主 義 の 発 達 、 第3時 限 で は ア イ ル ラ ン ドの ジ ャ ガ イモ 飢 饅 、 第4時 限 で は2月 革 命 と

ナ ポ レオ ン、 第5時 限 で は ア メ リカ合 衆 国 の発 展 、 第6・7時 限 で は ヨー ロ ッパ の 変 貌 を取

り上 げ る。 学 習 指 導 要 領 で の 関連 分 野 は 「世 界 史A」 の 「(2)一体 化 す る世 界 」 の 「ウ ヨ ー

ロ ッパ ・ア メ リカ の諸 革 命 」、 「世 界 史B」 の 「(4)諸地域 世界 の結 合 と変容 」の 「ウ ヨー ロ ッ

パ ・ア メ リ カの 変 容 と国民 形 成 」 であ る。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

○ 食料 と して 019世 紀 イギ リスの労働者の食生活を資料か ら読 み ○ 麦 「イ ギ リ ス 人

の ジ ヤ ガ イ モ 取 り、下層労働者の食事 にジャガイモが多 く取 り入 の食生活」

の普及 れ られ て い た こ と を確 認 す る。

導 ○ ジ ヤ ガ イモ ○ ラテ ン ア メ リカか ら ヨ ー ロ ッパ に ジ ャ ガ イモ が 伝 ○ 地図 「ジ ャガ イ

の ヨ ー ロ ッ パ 播 した経緯 を地図で確認す る。 モの伝播 」

へ の伝播 ○ なぜ都市の最下層労働者 にア イル ラン ド人が位 置 ○ 資 料 「1844年 の
入

づ け られ て い たの か を考 え る。 イ ン グ ラ ン ドに お

ける労 働者階級 の

状 態」

○ イギ リ ス に ○ 年 表 か ら1801年 に イギ リス が ア イル ラ ン ドを併 合 ○ 年表 「イギ リス

よる ア イ ル ラ した前後の政治的 ・経済的状況 を知る。 の ア イル ラ ン ド統

ン ド支 配 ○ アイルラン ド問題の原因である宗教 的差 別 ・土 地 治 」
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問 題 ・自治 要 求 につ い て 、 カ トリ ック刑 罰 法 を通 し ○ 資 料 「カ トリ ッ

て理 解 す る。 ク刑罰法」

○ ジヤガイモ ○飢謹の深刻 さを資料 か ら読み取 り、農民が土地 を ○資料 「ジャ ガイ

展 飢謹の発生 離れねば ならなかった理 由を考 える。 モ飢 謹」

01845年 か らの ジ ャガ イ モ飢 謹 が 、多 くの餓 死 者 を ○表 「飢饅 に よる

出す とともに出稼 ぎ移民 の数 を激増 させたため、 ア 死者 数」 「海 外 移

イ ル ラ ン ドの 人 口 が著 し く減 少 した こ と を グ ラ フ か 民数」

ら読 み 取 る。 ○ グ ラ フ 「ア イ ル

ラン ドの人 口の変

開 化」

○ ア メ リカ へ 01860年 の ア メ リカ 移民 の 出生 地 の表 か らア イ ル ラ ○ 表 「アメ リカ移

渡 った ア イル ン ド出身者が一番多かったこ とを読み取 る。 民 の 出生 地1860年 」

ラン ド移民 ○ アメリカで定住 化する中で職業上 ・宗教上 の問題 ○資料 「ア イル ラ

に直面 していた ことを資料か ら読み取 る。 ン ド系移民 」

○定住化の中 ○ アイル ラン ド系住民が奴隷制を支持 したことなど、 ○資料 「奴隷解放

で発生す る問 彼 らの政治 ・宗教 に関す る活動 を理解する。 につ い て の ア イ ル

題 ○移民が新 しい社会 に定住す る過程 において発生す ラ ン ド人の発言 」

る 問題 に つ い て考 え る。

○ 人 ・物 の 移 ○ アイル ラン ド系移民が アメリカ社会 に定着 して い OVTR「 聖 バ ト

動 が及ぼ した る こ と、 ア イ ル ラ ン ドで は現 在 で も ジ ャガ イ モ 栽 培 リ ック祭 」

ま 影響 が農民 の生活 を支 えてい ることを理解す る。 「現在 のア イル ラ

○母 国を離 れて も民族の アイデ ンテ ィテ ィを保 と う ン ド農 民 」

と とす る移民の活動 と、厳 しい環境 で も土地 を離 れず

ジ ャガイモ栽培 を続け る農民 の様子 か ら、生 まれ た

め 土地 に対す る強い思い を理解す る。

○ ジャガイモの伝播がアイルラ ン ド民族 に与 えた影 ○ ワ ー ク シ ー ト

響 につ い て 自分 な りに考 え を ま とめ る。

(4)評 価 の観点 ① ジ ャガイモの伝播 と凶作がアイル ラン ドに与 えた影響 を理解 で きたか。

② イギ リス統 治下のアイル ラン ドが抱 えていた経 済 ・政治 ・宗教 的問題 を理 解で きたか。③

他民族 との共存 を図る上 で発生す る問題 を理解で きたか。

(5)指 導上の 留意点 ①生徒 の学習意欲 を高め、理解 を深める ような資料 を用 意す る。② 資

料 を活用 しやす い ようにワークシー トを工夫す る。
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4人 類史 上 における縄文文化の意味 一 縄文人の交易(人 と物の移動)一

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 従来 の縄文時代観の見直 しが叫ばれて久 しい 。特 に① 小規

模 の集落で移動型の生活(狩 猟 ・採集生活 だか ら)、 ② 未開で貧 しく不安 定 な生 活 、③ 平等

な社 会、 とい ったこれ までの縄文時代 に関す る定説が、「縄文の タイム カ プセ ル」 と呼 ば れ

た福井 県鳥浜貝塚や青森県三 内丸 山遺跡等 、最新の発掘調査 に よって一層見直 しが はか られ

ている。例 えば、① 周辺 に も衛星的 な集落 を持 ち、大型建造物 が存在す る大規模 な集 落、②

豊 かで 自然生態系 に即 した計画的 な生活 、③集団の リーダー に率い られた階層社会 の ご と く

である。今 回は、新聞各紙 に取 り上 げ られた古代史関連記事 を有効 に活用 し、 ビデオ教材 、

実物教材 によって興味関心 を高め 、縄文時代 に関す る認識 を深め、縄文文化 との関連 が、 東

アジアのみ な らず よ り大 きな広が りを示 しつつあ る今 日、共生の視点か ら、文化 とい う もの

が 、征服 者の文化(例:キ リス ト教圏 の拡大 による在来の文化の破壊)で はな く、それぞ れ

が独 自かつ対等の価値 を持 ち、相互 に影響 を与 え合 うインタラテ ィブな関係で ある ことを縄

文文化 を例 に理解で きるよ うな教材作 りを 目指 してゆ きたい。

(2)本 時 のね らい 本時 は、縄文文化 に関す る授 業の第3時 限 に当 たる。年代 的には、縄 文

時代 の約11000年 間の うち、主に縄 文早期 末(約6300年 前)～ 後期 末(約3000年 前)ま で を

取扱 い、必要 に応 じて後期 旧石器文化 、縄文草創期や晩期の文化 、弥生文化 との関連 を説 明

す る。なお、第1時 限 は、「縄 文文化 の始 ま り」 とし、旧石器時代 か ら縄文草創期へ の移行 、

南九州 の縄 文文化の先進性 と東漸、定住革命(植 物食への依存 ・土器の発明等)、 第2時 限

で は、「新 しい縄文観 に基づ く縄文 時代 の生活」 とし、具体的 には、① 道具(土 器 ・石 器 ・

骨格器等)、 ② 食物(狩 猟採集 に加 え畑作 ・栽培技術 につ いて)、 ③服 飾(耳 せ ん ・櫛 ・か ん

ざ し等)を 取 り上げ る。 また、 ここで全員 に調べ学習の課題(ワ ー クシー ト)を 与 える。 第

4時 限は、縄 文人の精神世界、「自然生態系 との調和」、「人類 史上 におけ る縄 文文 化 の位 置

と意味」 を扱 う。

(3)展 開 例

学 習項 目 学 習 活 動 備 考

○縄文社会の 三 内丸山等の発掘によ り縄文社会 は物資が豊かだっ パ ネル 「三内丸山」
導
豊か さ た こと再 び想起 する。何故 かを考える。 VTR:「 縄 文 の タ イ

入
ム カ プ セ ル 」

○交易の存在 ○単 なる 自給 自足 ではな く、交易 を行 ってい た こ VTR:「 万 物 創 世 記 」

とに気 付 く。

青森 ・三 内丸 山(前 ・中期)や 礼文 島の船泊 遺跡 VTR:「 堂 々 日本 史」

(後 期)も 交易 を示す遺跡である ことを学習 する 。

○交易品の具 ○交易 品の具体例 を順 に示 し、伝播 ・交易 ルー ト 生 徒 の ワ ー ク シー ト
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体例 を確 認 す る 。

実 用 品 と して黒 曜石 や ア ス フ ァル トが あ るが 、

産 地 は ど こで(白 滝 ・神 津 島 、 昭 和 町 等)、 ど こ 黒曜石実物各種

まで 分 布 し、 どの よ うに 使 わ れ たか 、 ま た 、移 動 新 聞 記 事 ・参 考 書 ・

開 始 は い つ 頃 か(ミ ロス 島 と比 較)を 考 察 す る。 東 アジア地

展 土器 について も黒曜石 と同様 、朝鮮半 島や シベ グラフ写真

リア との交流の存在に気付 く。海産物 につい て も

内陸遺跡の多数の海水魚骨 か ら交易 とそれを支 え

た保存食の存在(塩 漬 け ・干 し魚 ・薫製)に 気 付 最近の新聞記事

く 。

○宗教的装飾品の種類 や意味につ いて話 し合 う。

開 コハ クや ヒス イの 産 地(久 慈 ・銚 子 ・糸 魚 川 な 写 真(ヒ スイ ・コハク)

ど)、 分 布 範 囲 、移 動 開 始 時 期 を 把 握 し、 どの よ 日本 の ヒス イ と 中 国

う に使 わ れ た か 、 を考 察 す る 。 さ らに 、 ヒス イ に 玉 のグ ラフ写 真

つ い て は、 中 国 の 「玉 」 や古 代 マ ヤ の例 と比 較 し

て 、 硬 玉(ジ ェ ダ イ ト ・ジ ェ ー ト)と 軟 玉(ネ フ

ラ イ ト)と の 違 い を学 び 、硬 度(7)の 硬 玉 の 加

工か ら祭祀の重要性 とそれ に伴 う階層社会 の存在 ネ フ ラ イ トの 勾

を理解 し、縄文人の精神 世界の一端 に触 れる。

貝製品 について も産地(南 島 ・伊豆七 島な ど) 具 の グラフ写 真

分 布 ・用 途 につ い て 考 察 す る 。

○古代の航海 ○縄文遺跡か らの丸木舟 や擢 の出土例 か ら、縄 文 VTR:「 サ イエンスアイ」

人 の 航 海 につ い て 話 し合 い 、理 解 を深 め る 。 写真(丸 木舟)

○縄文時代に ○縄文時代の交易が比較 的広範 囲であったこ と、

ま
お ける文 化交 ま た 、陸 路 だ けで な く、 海路(含 む河 川)も あ っ

と
流 た可能性 を理解す る。

○ 人 ・物の移動 には必然性が ともな うこ と(生 活

め
の豊 か さ ・宗 教 的 理 由 ・自然 災 害等)を 理 解 し、

次 の授 業 と関 連 して 、 考 えて くる 。

(4)評 価 の観 点 ①縄 文時代 について、想像 以上 に活動範 囲 ・交易範囲が ひろかった こ とに

気づ けたか。② 必要 に応 じ、人類史の大 きな流 れ と対応 して理解が深め られたか。

(5)指 導上の留意点 生徒 が調 べて きた交易 品の具体例 に対 して事前 ・事後指導 を徹 底 し、

精選 した もの を本時で効果的 に取 り上げ、かつ評価 し、生徒 の学習意欲 を喚起 で きる よ う配

慮 する。
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II日 本 と諸外 国 との接触 か ら派生 して きた問題

1沖 縄 の歩 み と諸外国 との関係

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 琉球 ・沖縄 の歴史について、教科書 の扱いは非常 に少 ない。

また、生徒 に尋ねて も、 ほとんどの生徒 は 「琉球王 国」 の存在 を知 らない。中世 におい て琉

球 では、尚巴志が三山 を統一 した数代後に王の尚真 があ らわれ、申継貿易 以外 に さまざ まな

施策 をお こな ったことや、琉球処分後 に沖縄の人々の知 らない ところで、清 との間で先 島分

島案 の話 が進め られてい たことなど、琉 球 ・沖縄 について知 らない ことが多いので はない だ

ろ うか。 ここで は、沖縄の近現代史 について は触れないが、いずれは生徒 自らが課題 と して

学習 してい くための布石 に したい。今回は 、琉球 ・沖縄 の歴史の中で、一時代 を築 いた琉球

王 国の歴史 に 目を向 けることをね らい と して 、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 本時 は2時 間構成の第2時 限 にあた る。第1時 限では、貿 易の 開始 の背

景 ・形 式 ・経 過 ・推移 とい った 日明貿易の展開 と、倭 冠の活動、 日朝貿 易 を中心 とした 日朝

関係 の推 移 について扱 う。本時で は、 日明貿易 をは るか に上回 る頻度で明 と琉球 との問で貿

易 が行 われ、南方 との 中継貿易 とあわせて琉球王国 に繁栄 をもた ら した ことや、そ の後 の 明

の海禁政策の破綻 による中国商人の南海進 出や、ポル トガル人の東洋進出等 によ り、ア ジア

諸 国間の貿 易 に占めてい た琉球の役割や地位が低下 していった ことに も目を向け させ る。 ま

た、それ以前 に琉球が本土の歴史か らはなれて、小 国の分立か ら統 一国家の形 成 に向か って

い く過 程 も理解 させ る。学習指導要領の関連分野では、「日本史B」 の 「(3)中世 の社 会 ・文

化 と東 ア ジア」の 「イ 武家政権の展開 と社会の変化」である。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

○沖縄米軍基 ○数年前 におこった沖縄米軍基地の強制使用 をめ ぐる ・新 聞 記 事

導 地 に眠 る遺跡 問題 か ら、基地 内にあ る各時代の遺跡の保存状 態 に 目

が 向 け られ る よ うに な っ た こ と を知 る。

入 ○基地 と重 なってい る重要 な遺跡 にどの ようなものが

あ る か を知 る 。

○古代の琉球 ○古代 の琉球 に も日本 の縄文文化 にあ たる時期が存 在 ・ ワ ー ク シ ー ト

展 した こ とを思 い 出す 。 ・資 料 「沖 縄 県

○ 旧石器 時代 に続 いて 、縄文土器や弥生土器の使用 を と日本本土 の 歴

含 む貝塚時代が長 く続 いたこ とを思い 出す。 史の比較」

開
○ 中世琉球 の

政治 ・社会

○貝塚時代 に続 くグス ク時代の特徴 を理解す る。

〇三 山鼎立 の時代か ら、琉球王国が誕生す るまで の流

・史料 「南 聰紀

考」「羅山文集」

れや 、 当時 の 日本 との 関 係 を理 解 す る。 「島津 國史」
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○琉 球王国時代 に尚真 に よって武器追放令が出 された ・史料 「百 浦添

ことや この法令 の内容 を理解す る。 欄 干 之銘 」 「中

山世譜」

○ この ことが、後世 の琉球の人 々にどの ような影響 を ・資 料 「沖 縄 の

与 え た の か を考 え る 。 宗教 と社会構造」

「南 島 の風 土 と

歴史」抜 粋

展 ○中継貿易 ○何 が琉球王 国の経済的基盤 になったのかを考える。 ・地 図

○琉 球王国の位置 を地 図で確認 し、貿易に力 を入れ る ・資料 「琉球 王

よ うに なっ た こ とを理 解 す る。 国 交 易 ル ー ト」

○ 明の冊封体制 とは何 であったか、その特徴 を思い 出

す 。

○ 明が海禁政策 を とった理由 を考 える。

○ 明の海禁政策が琉球 に何 をもた ら したかについて考 ・資料 「明 に 進

え る 。 貢 した国々 の回

○ 自分が琉球王 国の王であれば、 どの ような貿易 を行 数」

えば 、利 益 を増や す こ とがで きるか を考 えて発表 す

る 。

○琉球 の中継貿易 の特徴 を理解す る。 ・資料 「中継 貿

開 易 の貿 易品」

○ 中継貿易 による琉球王国の繁栄の様子 を、資料 を見 ・史料 「首 里 城

なが ら想 像 す る。 正殿鐘銘」資料

「琉球貿易図屏

○琉球 の貿易が衰退 していった理 由を考 える。 風」 「進貢船」

・資 料 「倭 冠 の

回数」

ま

と

め

○琉球の歴史

の理解

○琉球の歩 んで きた歴史 を学 び、本土 とは異 なる政治

や文化が展開 して きた ことを理解す る。

○ 中継貿易が中世琉球 の繁栄 の源 になったこ とを理 解

す る 。

(4)評 価 の観点 ①古代 か らの琉球 ・沖縄の人々が歩 んで きた歴史 を理解 で きたか。② 琉 球

で は 日本 本土 とは異 なる政治 や文化 が展 開 してい った ことを理解で きたか。③ 琉球王国 が ど

の よ うな方策 を とって繁栄 したか を把握す ることがで きたか。

(5)指 導上の留意点 ① 島津氏の琉球入 り以降の沖縄 の歴史については、 この時間で は扱 わ

ない。②難解 な史料 については、現代語訳 を用意 し、生徒 が理解 しやすい ように留意す る。

③ 板書す る際 には、地 名 ・人名にはなるべ く仮名 をふ る。
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2日 本産 の銅 が清国に与 えた影響

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 い まで も 「江戸 時代 は、国を閉 ざ して外 国 との交際 を絶 っ

た閉鎖 的な時代であ る」 と思い こんでい る生徒 が少な くない。 しか し、実際 には、オランダ ・

清 国 ・朝鮮 とは江戸時代 を通 じて貿易 を継続 している。そ して、その交易 は東 アジアのみ な

らず 、東 南ア ジアや ヨー ロ ッパ にまで少 なか らず影響 を及ぼ しているのであ る。 なかで も交

易 に よって清国へ流入 した 日本産の銅 は、 中国経 済に多大 な影響 を与 えた。 日本か ら清 国へ

流 れた大量 の銅 は銅銭の原料 となったが、17世 紀 後半か ら18世 紀前 半にかけて、鋳銭原 料全

体 の6割 か ら8割 を占め たのであ る。 これ は驚 くべ き数値 であ り、 日本の銅 な しには中国 の

貨幣制度 の維持が困難であ った こ とを示 している。 また、アジア諸 国は清 国の冊封 を うけ、

同国 を中心 とす る密接 な経済圏 をつ くってお り、そ こで流 通す る貨幣は清国産の銀貨や 銅銭

が過半 であ った。 こう した 日本産の銅が清国 に与えた影響 を考察 させる ことで 、江戸 時代 の

日本 が中国経 済、 ひいて はアジア経済 と強 く結びついていた とい う事 実 を生徒 に理解 させ る

こ とをね らい と して、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 本時 は4時 間 目構成の第3時 間 目に当たる。第1時 間 目で は、鎖 国以前

における朱印船貿易の実態 について、第2時 間 目で は鎖国以後の貿易 とその変遷 を長崎 貿易

を中心 に概 観す る。本時で は、 日本の主 たる輸出品であ った銅 の清国への流入 とその影 響 に

つ いて考察 させ、鎖国体制下 にあ って も我が国が アジア経済 と密接 につ なが っていた こと を

理解 させ る。第4時 問 目で は、交易 によって国内 に入 って きた物 と人が、 どの よ うな影 響 を

我が 国に及ぼ したか とい うことを取 り上げ る。 学習 指導 要領 の 関連分 野 は 「日本史B」 の

「(4)近世の社会 ・文化 と国際関係」 の 「ア 織豊政権 と幕藩体制 の形成」 である。

(3)展 開 例

学習 項 目 学 習 活 動 備 考

○ ア ン ケ ー ト ○江 戸時代 の鎖 国制 度 ・貿易 な どに関す るア ンケ ー 資 料 「ア ンケ ー ト

結果 ト結 果 をみて、 自分 たちの時代認識 を把握す る。 集計 表」

○海舶互市新 01715年 の 海舶 互 市 新 例 は 、金 ・銀 ・銅 の 流 失 を危

導 例の信牌制度 惧 した新井 白石 の貿易制 限令 であ り、貿易額 と船数

が大 幅に削減 され、 と くに清 国につ いては幕府 が付

与 した信牌(貿 易許可証)を 所持する唐船(清 国船)

○信牌に対す しか貿易 が許 されな くなったこ とを理解す る。 写真 「日本が清 国

入 る清国政 府 の ○ 日本の年号 が記 された信牌 の所持 は、 「貿易 商人 の貿易 商船 に与 え

反応 の幕府へ の臣従 を意味す る」 と疑 った清国政府が、 た信牌」

貿易商 人か ら信牌 を没収 し、その結果 、 日本 との貿

易が 中断 されていま う事実 を知 る。

○康煕帝の貿 ○そ の後 、清 国政府 は信牌制度 をめ ぐって朝議 を繰 写真 「康煕帝」

易継続決断 り返 し、最終的 に康煕帝が貿易続行の決断 を くだ し
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て貿易商 人に信牌 を返却 した経緯 を学ぶ。

○清国が華夷秩序に抵触する信牌制度を黙認してま

で貿易 を継続 したのは、銅銭原料 を 日本 に依存 して

いたか らだ とい う事実 を理解す る。

○ 日本産の銅 ○海舶互市 新例 以前 、清 国が多量の銅 を 日本か ら輸 図表 「銅輸 出額」

展 の清国へ の輸 入 している現 実 を、貿易量変遷の数値 をグラフ化 す 遺物 「寛永 通宝 」

出 に つ い て る こ と に よっ て把 握 す る 。 地 図 「唐船 のお も

○長崎か らどの ように して清 国へ銅が もた らされ た な ル ー ト」

か とい うル ー トや 方 法 を学 ぶ 。 絵画 「蘭館絵巻倉

○薩摩藩が 日本国内で銅 を集めて琉球王国へお くり、 前 図」

それ らが朝貢貿易 によって琉球 か ら中国側へ多 量 に 地図 「琉球 使節 の

開 流入 していた事実 を知る。 進 貢 ル ー ト」

○ 日本産銅 の ○ 日本産の銅が、世界各 地へ輸 出 され、貨幣 や 日用 図解 「日本産 の銅

輸 出 ルー ト 品 な どの原料 として重宝 されていた事実を図解によっ の世界への輸 出径

て把握 し、清国 だけ に銅 が もた らされていたわ けで 路」

は ない こ とを改 め て 認 識 す る。

○ アジア諸 国 ○清 国へ流入 した 日本産の銅が、清国のみな らず 同

に与 えた 日本 国に冊封 されていたアジア諸国 に経済的 な影響 を与

ま
産 の銅 の影響

○ 中世 日本 の

えたこ とを学 ぶ。

○ 中世 にお いては、逆 に 日本が 中国か ら多量の銅銭

と
貨幣制度を維 を輸 入 し、貨幣制度 を維持 していたことを把握する。

持 した中国銭 ○古来 よ り日本は交易 を通 して 中国 をは じめ とす る

め
○ 日本 とア ジ

ア経済 の密接

アジア諸 国 と密接 につ なが ってお り、それ は鎖 国体

制下 において も不変 であるこ とを認識す る。

な つ な が り ○ どの ような時代 や状況下 にお いて も、我が 国が ア

ジア世 界 と隔絶 して存在 し得 ないこ とを理解す る。

(4)評 価の観点 ①海舶互市新例 の 日本側の意図 と内容が正確 に把握 で きたか。② 清 国が 華

夷秩序 に抵触す るこ とを黙認 してまで対 日貿易 にこだわ った理由が正 しく理解で きたか。③

鎖国体制下 の 日本が清 国 ・アジア経済 に大 きな影響 を与 えてい たことが しっか りと認識 で き

たか。③ いつ の時代 、場所 にお いて も、国家や人間が国際社会 と全 く隔絶 して存在 し得 ない

とい うこ とを考 え させ る場 とな り得 たか。

(5)指 導 上 の 留意 点 ① 「ア ンケ ー ト結 果 』・「信 牌 』・「オ ラ ン ダ 商 館 で の 銅 取 引 』 ・『寛 永

通 宝 』 な ど、資 料 や 史 料 を効 果 的 な タイ ミ ング で使 用 し、生 徒 の 興 味 関 心 を高 め る 。② 日本

産 の銅 の輸 出 ル ー トに 関 して は 、 一 目で流 れが わ か る 自作 の 図解 を見 せ 、生 徒 の理 解 を助 け

る よ うに す る 。③ 日本 と中 国 の経 済 的 な つ なが り(と くに貨 幣 制 度)に つ い て は 、 中世 に 関

して も簡単 に触 れ 、 縦 の 歴 史 の流 れ を生徒 が把 握 で きる よ うに配 慮 す る 。
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3欧 米列強の アジア進 出 と早 期開国の可能性

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 いわゆる 「鎖 国」 とは、キ リス ト教禁教 の徹底 を主 旨 と し

て、貿易の統制 すなわち外 国船の来航制 限 と日本人の渡航及 び帰国禁止 をはかった もの であ

る。以降 、幕府外交 の基 本方針 と して、200年 以上 にわた り海外 か らの通 商要 求 を拒 絶 し続

けてい る。そ の 「鎖 国」 は1853(嘉 永6)年 のペ リー来航 を契機 として終焉 を迎 える と され

てい る。で は、それ以前 に開国の可 能性 はなかったので あろ うか?こ こではペ リー以前 の

欧米列強の アジア進 出、 と りわけ ロシアの極東進 出か ら対 日通商要求へ の流 れを通 して 、 こ

の時期 に蝦夷地 調査 とそれに伴 う領域 の確 定、開発計画 ・防備論 な どの策定が行 われ、外 交

政策の揺 れ、す なわち部分 的開国の可 能性 と 「鎖 国」堅持 の衝突があ ったこ とを考 察 させ て

い く。その後 のイギ リスの対 アジア強硬路線(ア ヘ ン戦争 ・アロー号事件)や 「砲艦 外交」

ともい えるペ リーの開国要 求 との対比 か ら、近代 国家 としての外交の在 り方 や領域 国家 と し

ての認識の芽生 えを通 して、国民 と しての 自覚 と国際社会 にお いて自 ら考 え判 断す る力 を培

うこ とをね らい として、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時の ね らい 本時は、2時 間連続 の選択講座 「日本近現代史」 の導入 テーマ と しての

3回(6時 間)構 成 の第1・2時 限にあたる。本 回で は、ペ リーの開 国要求 が成功 した の は

何 故か を問 い掛 けなが ら、それ以前 の開国の可能性 につ いて考 えさせ る。 ロシアの極 東進 出

と幕府の対応 、蝦夷地探検 を踏 まえて変化 していった 日本の領土 ・国境への認識 、更に イギ

リスの対 アジア戦略 を含 めての外交方針の変遷 をみてい くものであ る。第2回 で はシー ボル

ト等 による 日本 人分析 を基 に したペ リーの 開国戦略 と日米和親条約の締結か ら将軍継嗣 問題

と外交方針 をめ ぐる南紀派 と一橋派 の確執 を、第3回 の授業で は日米修好通商条約 の締 結 と

貿 易への影響 、及 び不平等条約 の改正 に半世紀以上の時間 を要 した点 を扱 う。学習指導 要 領

の関連分野 は 「日本 史A」 の 「(2)近代 日本 の形成 と19世 紀の世界」の 「ア 国際環境 の変 化

と幕藩体制の動揺」で ある。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

○ ペ リー 来 航 ○ 開国の契機 がペ リーの来航及 びその交渉で あっ た

による開国 こ と を確 認 す る 。

導
○開国要求成 ○ペ リーの開国要求が奏功 したの は何故 だったのか 資 料 「ペ リ ー 艦

就の理 由 を話 し合 う。 隊 図」 「狂歌」

○ペ リーが 自らを殊更 に権威づ けた り、指揮下 の艦 地 図 「江戸 湾 内で

隊に江戸湾 内での示威行為 を命 じている点か ら、現 のペ リー艦 隊行 動

入
在 の 日本 の外 交姿勢 との比較 を行 う。 図」

○ペ リーの来航以前 に開国の可能性が なか ったのか

を検 討 す る 。

○欧米の ア ジ ○ イギ リスに代表 される欧米列強の極東進 出 と方向 地 図 「18世紀 の

ア進出 性 を異 に し、 ロシアの対 日通商要求が毛皮採取業者 世 界の状 況」
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の生活必需品入手 とい う必然性 か らであった点 を地

図 を基 に理解 を深め る。

○国 内の対 ロ ○ 「赤蝦夷風説考」 に見 られ る対 ロシア交易論 とそ 史料 「赤蝦夷風

シア観 れに基づ く田沼意次の蝦夷地開発計画、及びその前 説考」

提 と しての蝦夷 地調査 につい て理解す る。

○ ラ ク ス マ ン ○漂 流民大黒屋 光太夫送還 を名 目として根室 に来 航 史料 「通航一覧」

の根室来航 した ラクスマ ンに対 して、信牌(長 崎入港許可証)

展 を授与す るなど松 平定信 ほか幕 閣内部 に部分的 開国

(消極 的開国策)を 是 とす る判 断があ っ た点 を理 解

す る 。

○領土及び国 ○蝦夷地調査の過程で、領土 ・国境 に対す る認 識が 板書 「大 日本 恵

境認識の確立 確 立 して い っ た点 につ い て 、 白 地 図 を基 に作 業 し、 登 呂府」 白地 図

話 し合 う。 「千 島 ・蝦 夷 図 」

○ レザ ノ ブ の ○ ラクスマ ンに与 えた信牌 を持 ち通商 を要 求 した レ 史料 「通行一覧」

長崎来航及び ザ ノブ来航 に際 し、幕府 は鎖国 を 「祖 法」 であ る と

丁卯事変 主 張 して 開 国 ・通 商 を拒 否 して い る。 ラ クス マ ン来

航時 との幕府方針 の大 きな転換 に触れ、 レザ ノブは

皇帝 の許可 を経 るこ とな く樺太 ・択捉への報復攻 撃

開 (丁卯事変)を 命 じてい る。 この経 過 に対 して幕 府

の方針 を批 判 した元老 中松平定信 や松前奉行 を も含 史料 「蝦夷 地一

め、三者それぞれの対応 か ら、外交 の在 り方 につい 件意見書草案」

て 話 し合 う。

○ ゴ ロ ヴ ニ ン ○ ゴロヴニ ン及び高田屋嘉兵衛 の捕縛 と交換交渉 、 白 地 図 「千 島 ・

事件 丁卯事変の謝罪 を以ての和解 の経過 を理解す る と共 蝦夷 図」

に、 この際 に定めた国境 を白地 図上 で確認す る。

ま

と

○ イギ リス の

極東進 出

○ フェー トン号事件以降、アヘ ン戦争 に至 るイギ リ

スの行動 と幕府の対外方針 の変遷 を通 して、国防 の

必要性 を認識 しなが ら も、一貫性 を欠 く外交 施策 を

史料 「異国船 打

払 令」 「薪水 給 与

令」
め

繰 り返 しつ つ 、ペ リー来 航 を迎 え た事 を確 認 す る 。

(4)評 価 の観 点 ① 日本の外交や領土 ・国境 に対す る認識が対 ロ交渉 を通 して変化 して い っ

た点 を理解で きたか。② 「鎖 国」 について史料 を基 に した理解 がで きたか。③ 外交交渉 とは

自己 と他者が いて成 り立つ ものであ るとの認識、及び外圧へ の対応 とい う点で現在の外 交 に

引 きつ けた分析 ・判断がで きているか。

(5)指 導上の留意点 ① 史料 につ いては、原文 だけで はな く読み下 し文 と現代語訳 を用 意 し

て生徒 の理解 を図る。② 日露国境 の歴史 的経緯 につい て正 しい理解がで きるように留意する。
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4統 一 に向 けた ヴェ トナムの独立 運動 と日本

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 冷戦が終 りを告 げた今 、中国、旧 ソ連 な ど社 会主義の旗 を

掲 げていた国々が新 た な改革 を模索 してい る。 ヴェ トナム もまた、1986年 よ り ドイモ イ(刷

新)政 策 に着手 し、ASEAN加 盟やア メリカ との国交正常化 を果 たす な ど目覚 ま しい経 済

発展 と新 たな外交 を展開 してい る。 しか しなが ら、こ こに至 る道 は決 して平坦 な もので は な

く、近現代 の ヴェ トナム史 は様々 な思惑 を持った他 国に よ支配 か らの解放の歴史で もあった。

特 に、直接権 益 を持 た ない アメリカが 「ドミノ理論」 を掲 げて介 入 した ヴェ トナム戦争 は、

戦後最 も長期 化 した局地戦であ る。 この戦争でのアメ リカの初 めての敗北 は、ア メ リカ人 自

身にヴェ トナム症候 群(ヴ ェ トナム シン ドローム)と いわれた大 きな傷 を負 わせたばか りか、

そ れ までの冷戦構 造 を含め た世界情勢 に大 きな影響 を与える ことになった。 また、 ヴェ トナ

ムにお いて も、戦争の勝利 による国家の統一 と社会 主義政策の推 進が ドイモ イ政策 につ なが

るな ど、 ヴェ トナム戦争が大 きな転換 点 になっている。一方、近年の ヴェ トナム と 日本 は、

19世 紀 の東 遊(ド ンズー)運 動、20世 紀半ばの帝国主義に よる植 民地支配 、 日本経済 を押 し

上 げる役割 を担 った ヴェ トナム戦争 による経済特需 や現在 の活発 な貿易 関係な ど深 く関 わ り

続 けている。 ここでは、世界史の大 きな転換点 となった ヴェ トナム戦争 を中心 に、20世 紀 に

繰 り広 げ られた ヴェ トナムの統一運動 を取 り上げ、 日本 を含 めた戦後世 界が どの よ うに形成

されて きたか を理解 させ るこ とをね らい と して、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時 のね らい 本時は4時 間構 成の3時 限 目に当たる。1時 限 目は、第2次 世界大 戦後

の米 ・ソの対 立が どう形成 され、 ヨー ロッパ において どの ような影響 を与 えたか につ いて。

2時 限 目は、中華人民共和国の成立 と朝鮮戦争について扱 う。3時 限 目では、特 にヴェ トナ

ム戦争 を中心 に、20世 紀 に行われた南北 ヴェ トナムの統一運動 を取 り上 げ、 日本 との関 わ り

を意識 しなが ら戦争の惨 禍 と戦争が各当事 国 に与 えた影響 につ いて考察 させる。4時 限 目で

は、第三世 界の動向 について概観す る。学習指導要 領の関連分野 は 、 「世 界 史Bの(5)の 地球

世 界の形成 の イの米 ・ソ冷戦 と第3勢 力」の項である。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

○ ヴ ェ トナ ム ○ 前 時 の終 りに書 い た 「ヴ ェ トナ ム につ い て 知 っ て ○ 生 徒 の ア ン ケ ー

に対するイメー い る こ と、感 じて い る こ と」 とい う ア ンケ ー トの ま トの ま とめ

導
ジの紹介 とめ を読 んで 、各 自が抱 いてい る ヴェ トナ ムの イメ ー

ジ につ い て知 る 。

入
○戦争の惨禍 ○ 「ベ トち ゃ ん ・ドク ち ゃ ん」 な ど 、 戦 争 に よ っ て 「戦場の枯れ葉剤」

の実態 被害 を受 けた子 どもたちのOHPを 見て、何 が起 き 「母は枯 れ葉 剤 を

た の か 、 なぜ この よ う に な った の か を考 える 。 浴びた」

展
○復習事項の (4)の 諸地域世界の統合の オの帝国主義 と世 界の ○世界地図掛け図

確認 変容の項で学習 した以下の事項 を再度確 認す る。 「世 界の教科書 」

開
① フランス統

治時代

○ ヴ ェ トナ ム を含 む 東 部 イ ン ドシ ナ は19世 紀 後 半 か

ら、 イ ン ドシ ナ連 邦 と して フ ラ ンス の 植 民 地 で あ っ

(ヴ ェ トナ ム編)
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た こ と 。

②東遊運動の ○ フ ァ ン ・ボ イ ・チ ャ ウに よっ て 、 日露 戦 争 の 勝 利

展開 者であ った 日本への留学 を奨励す る とい う東遊(ド

ン ズ ー)運 動 が 行 わ れ た が 、 フ ラ ンス と協 約 を 結 ん

だ 日本 は留学生の独立運動 を弾圧 した こと。

○日本統治時 01941年 に 日本 が ヴ ェ トナ ム を 占領 し、1945年3月 「ヴ ェ トナ ム200

代 の 日本 軍 の ク ー デ タ ー に よ って 、 フ ラ ンス 軍 が 武 装 万人餓死の記録」

解 除 されるまではフラ ンス との二重支配 を、それ 以 ○ ヴェ トナ ム略 史

降 、1945年8月 まで は単 独 で の 支 配 を行 い 、 ヴ ェ ト 年表

ナ ム 人 に深 い苦 しみ を味 あ わせ た こ と、 特 に、 日本

と フ ラ ンス に よる 強制 的 な米 の買 い 付 け に よ って 、

多 くの人々が亡 くなった事実 を認識す る。 ○ ヴェ トナ ム を 取

○ イ ン ドシ ナ 01945年9月 ヴェ トナム民 主共和 国の独立宣言 に対 り巻 く諸外 国の 相

戦争 して 、 ヴ ェ トナ ム の再 支 配 を継 続 しよ う と した フ ラ 関図

ンスの侵略が契機 となって起 こったイ ン ドシナ戦争

とヴェ トナムが分割 された経緯について学習 する。 「写真 が語 る20世

○ ア メ リカ の ○ 「ドミノ理 論 」 を掲 げ た ア メ リカ が 、 どの よ う に 紀 」

介入 ヴェ トナム戦争 に介入 し、戦火 を拡大 してい ったか 「戦争 と平和」

につ い て学 習 す る 。 「ヴ ェ トナ ム戦 争

○ ヴ ェ トナ ム ○ 第二次世 界大戦 を遥か に凌駕す る爆薬が投入 され の記録」

戦争の実態 た とい う ヴェ トナ ム戦 争 の実 態 を 、参 戦 国 、兵 力 、 「新聞集成」

爆 弾の投 下量 、被害者数 、枯 れ葉剤の散布 な どの項

目に つ い て学 習 し、 そ の被 害 の甚 大 さ を認 識 す る。 「歴史 としてのヴェ

○ ヴェ トナ ム ① ヴ ェ トナ ム が 、 戦争 の惨 禍 を乗 り越 えて 、 どの よ トナ ム戦 争 」

戦争の影響 うに 発 展 して きた か 。② ア メ リカ の負 っ た ヴ ェ トナ 「ヴ ェ トナ ム 戦 争

ム 症 候 群(ヴ ェ トナ ム シ ン ドロ ー ム)③ 基 地 問 題 や 神経症」

ヴェ トナム経済特需 など当時の 日本 とヴェ トナム戦 「統 計年鑑 」

争 との 関 わ り、 につ い て 学 習 す る 。

○平和な社会 ○ ヴ ェ トナ ム人 、 ア メ リ カ人 、 日本 人 とい う立 場 を

ま を築 くために 意 識 しなが ら、 ヴ ェ トナ ム戦 争 につ い て の 感 想 を 書

と く。 また 、 国 際社 会 を構 成 す る国 家 の 一 員 と して 、

め ヴェ トナ ム 戦争 に 限 らず 、 「戦 争 」 を 防 止 す る こ と

が重 要 な課題である ことを再認識す る。

(4)評 価の観点 ① ヴェ トナムの独立 ・統一運動 を阻害 した原因の1つ が大国 の思惑 にあ っ

たこ とが理 解で きたか。②戦争 の惨禍 を十分 に理解で きたか。③戦争 に直接参戦 してい な く

て も、何 らかの形 で関わっている場合 もある というこ とを認識で きたか。

(5)指 導 の留意 点 ① 戦争の惨状 については、OHP、 表 、資料 な どを使用 し、 よ り具体 的

に理解 で きる ようにす る。② 国際社会 に生 きる一員 として、戦争 防止が地球世 界の課題 であ

る ことを深 く認識 させ るよう留意す る。
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田 日々の生活 の場 か ら歴 史 をみつめ る

1和 風住宅 の源流 をさ ぐる

(1)教 材 と して取 り上 げた理由 日本の住 宅建築様式 と して、寝殿造 と書院造が広 く知 られ

て いる。前 者は公家の住宅様式 と して平安時代 に成立 し、後者 は武家の住宅様式 として室 町

時代 後期(あ るい は安土桃 山時代)に 成立 したといわれてい る。現在の我 々の生活 に直 接 的

な影響 を与 えてい るの はま ぎれ もな く後者、つ ま り書 院造であ り、その残照 を現代の 日本住

宅 の中に数多 くみ るこ とがで きる。明治以降の近代化の過程で、住環 境 において も 「洋 風=

近代 的=脱 封 建的=文 化的」 とい う概念が広が り現在 に至 ってお り、椅 子やベ ッ ドを活 用 す

る 「洋間」が住宅の 中心 になって きてい る。 しか し、一戸建て住宅だけ に限 らず、マ ンシ ョ

ンの ような集合住宅 にお いて も、外観や室内空間の一部分 に和風 を取 り入れ るこ とが多 い。

また 日常生活で も、当た り前の よ うに玄関で下足 を脱 ぎ、座敷や床 に足 をの ば して くつ ろ ぐ

よ うに過 ごす ことが多 く、和風 の住空間 に慣れ親 しんでい る、 といえる。その 「和風」 の 原

型 は、室町時代後期の東 山文化期の書院造 に求め ることがで きる。 また、住宅様式の書 院造

に限 らず、現 在 「日本的」 とされる ものの多 くは この東山文化期 に源 を発 してい る ものが多

い 。その意味で、現 在の われ われの生活は東山文化の影響 下に今 もってあ る、 とい える。 そ

こで、今 日の住宅 ・生活 に多大 な影響 を与 えた東山文化 ・書 院造を学 ぶ ことに よ り、 日本 の

文化 の特 色 を把 握 し、 日本 に住 む人 々の生活様式 を探 究する きっかけを生徒 自身につか ませ

るこ とを目的 と して本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本時 は2時 間構成の2時 限 に当たる。第1時 限では、 日本住 宅の変 遷 を

取 り上 げる。本時で は、和風住宅の源流であ る書 院造 の特性 を把握す る ことで、東山文 化全

体 の特徴 を理 解 させ る。住宅様式その ものだけに焦点 をあてるのではな く、絵 画や華道 な ど

との関連、現 代の生活 に結びついてい ることにもふ れ、東 山文化が現代生活へ与 えた影響 の

大 きさに も気づかせ る。学習指導要領での関連分野 は、「日本史A」 の 「(1)歴史 と生活 」 の

「ア 衣食住の変化」、「日本史B」 の 「(3)中世の社会 ・文化 と東 アジア」 の 「イ 武 家 政権

の展 開 と社会 の変化」であ る。

(3)展 開例

学 習項 目 学 習 活 動 備 考

○現代の和風 ○ 事 前 に調 べ て きてい る 自宅 の 間 取 り図 と、 資 料 ① ・ 資料① 「現 代 の
導
住宅 について ② とを参考 に して 、現 在居住 してい る空 間の 「和風」・ 住宅」

「和 室」 が どの ような もの なの か を考 察 し、記 録 す 資料② 「不動産
入

る 。 広告」

○書院造 につ ○住宅建築 の流 れの 中で 、書院造の位置づけ を復習 す 前 回の ワ ー ク シ

い て る 。 一 ト

○書院造の特色 について理解する。 VTR「 禅 林 と

資料③ の慈照寺東求堂同仁斎 をモデル に書院造 の構 会所』
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成要素 を把握す る。現代の和 室の原型である こ とに 資料③ 「慈照寺

展 気 づ く。 東求堂同仁斎」

○和室 を構成す る建築用材の 中で、 日頃か らな じんで 資料④ 「畳」

いる畳 に焦点 をあて、畳が敷 き詰め られて きた流 れ

を資料④ をもとに読 み とる。

東三条殿→ 「蒙古襲 来絵巻』→慈照寺東求堂 同仁

斎

ま た 、畳 の もつ 役割 の 違 い に も注 目す る 。

○和室の格式 を表現す る存在 となった床の間(押 板) 資料⑤ 「床の間」

が成立 して きた流 れを資料⑤ か ら読み とる。

『春 日権 現験記絵 』→ 『慕 帰絵 』 → 園城寺 光浄 院

→ 現 代 の和 室 の イ メ ー ジ

開 ○禅宗寺院か ら影響 を受 けた こ とを、 「玄 関」・「付 書 資料⑥ 「禅宗寺

院 」 を例 に と り理 解 す る 。 院」

○室内装飾の ○ 資 料⑤ ・⑦ を も とに 、絵 画 ・書 跡 ・生 花 が 座 敷 飾 り 資料⑦ 「座敷飾

発達 について と して 重 要 視 され 、発 達 して い くこ とを理 解 す る 。 り」

茶道の発達 との関係 にも注 目する。

○東山文化の ○上記 の室内空 間の発達の特徴 を通 して、東 山文 化 の ワ ー ク シ ー ト

特色 につ いて 全体 の特色 をま とめ る。

○ ワ ー クシ ー トに代 表 的 な作 品 な どを記 入 す る。

○現 在に もその影響が残 って いる もの を考 える。

○ 文化が庶民 化 してい くこ とに も注意す る。

ま ○和風住宅の ○ その後の住 宅の変化 を追 い、現在 の住宅様式が 形成 資料①

と
流れ されてい くことを理解 する。

○現代の住宅建築 にも地域差 があ り、民家 とよばれ る

資料⑧ 「民家 ・

住 宅の地域 ご

め 近世以降の住宅の地域 差 とのつなが りに注意す る。 との特色」

(4)評 価 の観点 ①書 院造 について理 解で きたか。②書 院造の成立 に伴い 、その室 内装 飾 を に

な う芸術 が発達 した ことを理解で きたか。③現代 の和風建築が書 院造 の影響 を受けてい る こ

とが理解 で きたか。④ 東 山文化の特 色 を理解 で きたか。⑤住宅 の様式 に地域 差があ るこ とを

理解 で きたか。

(5)指 導上の留意点 ①写真パ ネル ・資料 プ リン ト・VTRな どの視 覚的資料 を活用 し、住

空間 をで きるだけ具体 的に とらえ られるよ うに配慮す る。② 住空間の変遷 を理解 させ る場合

は、必ず その過 程が分 かる ような絵画 ・写真資料 を活用す る。③東 山文化 につ いては ワー ク

シー トを用 い、その特徴 を整理する。④気候条件が異 なる地域 にまたが って 日本 とい う領 域

が あるので、住宅様式は生活環境 に応 じた地域差が あるこ とを念頭 にお く。⑤住 空間 は、立

地 条件 や経 済上の制約 を受 けやすい ものである ことを十分 に認識 して、現在 の住宅 を取 り扱

う。
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2河 川 と共に育 んできた地域 の生活 と文化 一 多摩川流域 を素材 と して 一

(t)教 材 と して取 り上 げた理 由 人間生活 の営み にお いて、河川 は古 くか ら重要 な役割 を果

た して きた。河川 と人 間の関係 のあ り方 は、地域の社会 的条件 な どに よ り様 々で、歴史 的変

遷 もそれぞれ異 なる。だが 、いつ 、いかなる地域で も、河川 と人間社会 は共存 して きた。 時

には人間が用水や治水 、あるいは流通 といった側面で河川 に働 きかけ、ある時には開発 で河

川 の様相 に変化 を生 じさせ つつ も、一度 た りとも両者 の関係 は断絶せず続いて きたといえる。

ここで は東京西部 を貫流 する多摩川 を事例 に、流域 の生活や文化 を歴 史的に考察す る。 こ

れ によ り、 これか らの社会生活 において も、人間 と自然環境の調和 がいかに大切 な こ とか を

再確 認す るこ とを喚起 したい。 また、その際、地域 に残 る絵画資料 や地誌類 ・景 観 ・地 名 な

どを積極的 に活用す る ことで、生徒 が文化財保護や環境保全 を 自ら考 える姿勢 を培 うこ とに

も効果的であ る と考 え、本教材 を取 り上 げた。

(2)本 時のね らい 本 時は3時 間構 成の2時 限にあたる。第1時 限では、前 近代 にお け る多

摩川流域の地域 的特 質を概観 し、現在 の 日常生活 で顧 みる ことが少 な くな った河川 と人 間 の

関係の見直 しを図る必要性 を促 す。本時では、近世 の地域社会 と多摩川の関係 を取 り上 げる。

近世 には、全 国的に多 くの地誌類 や河川絵 図が描 かれた ことか ら、如何 に河川 と人 々の生活

が密着 してい たかに注 目させる。特 に 『調布玉川惣書 圖』 をテキス トに用 い、その主題 や描

かれた景観 な どを読 み解 く作業 的学 習 を通 じ、近世 の多摩川流域 に暮 ら した人々の生活 や そ

こに育 まれ た文化 な ど、 自然 と人間の調和 の痕跡 を考察 させ る。第3時 限では、近現代 の多

摩川流域の変 質に関 し、砂 利採掘 な ど産業 開発 の歴史 に触 れる。 さらに近年特 に盛 んな環境

保 全の取組み やアメニテ ィ空間 と しての水 辺の環境 を考察 し、人間か らの河川へ の働 きか け

や影響 を確認 し、河川 と人間の共生 の重 要性 を理解 させたい。学習 指導要領での関連分野 は、

「日本 史A」 の 「(1)歴史 と生活」の 「オ 地域社会の変化」、「日本史B」 の 「(1)歴史の考察 」

の 「ア 歴史 と資料」 ・ 「ウ 地域社会 の歴史 と文化」 である。

(3)展 開例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

○近世の多摩 ○江戸時代 に描 かれた絵画資料 か ら、多摩川流域 の 資料

導 川 に対す る認 地理的 ・歴 史的概略 を再確認す る。 「多摩川流 域 の絵

識 を探 る。 ○江戸時代 に多 くの河川絵 図が作成 された理 由 と、 画資料」

その意味 を考 える。 「主要 河川絵 図一
入

覧」

○近世の代表 03つ の地誌 の資料 としての性格 を知 る。それ に よ 資料

的官撰地誌で り、そ れ らに記 載 され て い る こ とが 、 当時 の武 蔵 国 『新編 武蔵 風土 記

あ る 「新編 武 内 にお ける地域社会 に対す る共通認識で あるこ とを 稿 』・『江 戸 名 所 図

蔵風 土記稿』 確 認 す る。 会 』・『武 蔵 名 勝 図

及び 『江戸名 ○題材 として描か れてい る多摩川の景観や産業 な ど 会 』
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所 図 会 』・「武 か ら、かつ ての多摩川流域の生活や文化 を探 り、 次

展 蔵 名勝 図会』 の 点 に着 目す る 。

に取 り上 げ ら ① 景勝 地 としての多摩川流域⇒ 流域の諸寺社 ・小

れ ている多 摩 金 井 の桜(玉 川 上 水)・ 清 涼 台 ・天 守 台 な ど。

川 に触 れ る 。 ②江戸 の後背 地 としての多摩川流域⇒ 木材(青 梅

材 の筏 流 し)・ 石 灰 ・鮎 漁 ・な ど。

○ 『調布 玉川 ○ 幾 つ か の グ ル ー プ に分 かれ て 、上 ・中 ・下 流 域 毎 資料

惣書 圖』 を読 な どの区分で絵 図を読 み解 く。 『調布玉川惣書圖』

み 解 く。 ○ グループ毎 に絵 図に描 かれている内容 と、この絵 「多 摩市 史』

図が作成 された理由について考えたこ とを発表 し、 ワ ー ク シ ー ト

以 下 の 点 に着 目す る 。

① ラ ン ドマ ー ク と して の 名所 ・旧跡 ・景 観

開 ② 流域 を一つの地域 的 まとま りとして とらえて作

成 され た こ と。

○絵 図の序文 を読み、作 成の意図 を確認す る。 史料 「絵 図序文」

⇒多摩川の水源探索

⇒地域の歴史 ・文化財の掘 り起 こ し

○絵 図に描かれた景観が近代 以降 どう変容 して いっ

た か 、予 想 す る。 統計資料

「砂 利生産 ・輸 送

に つ い て 」

○多摩川が当 ○多摩川流域の名所 ・景勝地 ・物産な どが 地域 を誇 統計資料

ま 時の人々にとっ る文化財 として認識 され、地域の歴史 と して記録 さ 「多摩地域の 国及

と
て どの よ うな

存在で あ った

れ始 めたこ とを理解す る。

○絵 図その ものの芸術性 に も着 目 し、地域 文化 の進

び都指定文化 財 に

につ いて」

め の か 、確 認 す 展 を理解す る。 史料 『調布 日記』

る 。

(4)評 価 の観点 ① 絵画資料 を主体的 に読み解 くことで、近世 の多摩川流域 の生活や文化 の

様相 を理解 し、また製作者の作成 目的や主題 を認識する ことが で きたか。②絵 画資料 に描 か

れた ラン ドマ ークや景観 ・地名 を通 し、地域社会 の文 化財保護 や景観保全 な どの大切 さを 自

覚 す ることがで きたか。③ 地域の歴史や文化に親 しむ意義や楽 しさを喚起 で きたか。

(5)指 導上の留意点 ①膨大 な情報量 を有する絵 画 を教材 として効果 的に利 用す るため 、 内

容 の精選や取 り扱い上の工夫 を徹底す る。②作業 的 ・体験 的な学 習が実践 で きるよ う、授 業

中の工夫や課題 の設定 を図る。③ 日本史学習の導入的 な要素 の強い授業 なので、微細 な知識

な どには立 ち入 らず 、 また専 門的 な用語の使用 にも留意する。
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3旧 東海道沿 いに見 る民間信仰

(1)教 材 と して取 り上 げた理 由 この指導案 で取 り上 げる地域 は、国道1号 線(旧 東海道)

沿 いの臨海地域 にあたる。この地域 は、近世 には主要 な街道沿い とい う交通 面 での発展 に加

えて、漁業や海苔養殖 を地場 産業 とし江戸 とい う大 消費地を控 えて経済的 にも栄 えた。 また、

農村 地帯ではあったが、江戸近郊 とい うことで江戸 とい う大都市 の流行の影響 も受 けやすか っ

た。 こうした背 景の下 に、 この地域 には近世 に多様 な民 間信仰 が展 開 し、 都市 化 した今 も、

多 くの文化財が残 されている。旧東 海道沿 いの地域 は、 この地域 に住 む多 くの生徒 にとって共

通 したイメージを持 ちやすい地域であ り、 この地域の 中か ら主題 を設定 して学 習 を展 開す る

こ とは、 この地域 の生徒 の歴 史へ の関心 を高 め、主体的 に歴史的 な見方や考 え方 を身につ け

ようとす る姿勢 をは ぐ くめる と考 えた。特定 の地域 を取 り上 げてはい るが 、この基 本的 な考

え方や方法 は、他 の地域 の学校 であって もそれぞれの実状 にあ わせ応用 していけると考える。

(2)本 時のね らい 本時 は3時 間構成の第3時 限 にあた る。第1時 限で は、東海道 沿い の数

多 い神 社 を導入 に して信仰対象 となる神仏 の多様 さについて理解す るところか ら始 めて、 祖

霊神 ・鎮 守神 ・御霊信仰 ・神仏習合 な ど、古代か ら中世 にか けての信仰の 日本的 な特色 を理

解す る。第2時 限で は、近代以前 に一般的 だった村落 における民間信仰 と、開帳 ・霊地巡拝 ・
は や りがみ

代参 講 ・流 行神 な どの近世の江戸 という都市で発展 した民間信仰の特色 を考 える。本 時の 内

容 は学 習指導 要領で は、 日本史Aの 「(1)歴史 と生活」の 「ウ 現代 に残 る風 習 と民 間信仰」

で扱 う。具 体的 には、地域社会 に残 る民間信仰 に関わ る文化財 が本来 どのような意味 を持 ち、

そ れが どの ように今 に伝わ り、現在人々 にどの ような形で受容 されてい るのか を地域 の文化

や歴 史 と関連づけて考察 させ 、 日本人の精神生活の推 移 について理 解す る手掛 か りとす る。

(3)展 開 例

学習項 目 学 習 活 動 備 考

生徒 による発 ○事前 に課題 として与 え られた文化財調査 を発表 す 資料 「生徒の報告

表 る。(調 査対象 は、地域 に残 る富士塚 ・庚 申塔 な ど 書」

近世の民間信仰 に関す る文化財の中か ら、数時 限前

導 に自分た ちで選 んであ る。報告書 は教員 が様 式 をつ

くった もの を配 布 して あ る。)

○ 報 告 の 内 容 か ら、2時 限 目の 内 容 をふ まえ て 、 近

世以降、様 々な信仰が流行 し、地域 に根付 いてい た

入 こ と を実 感 す る。

失 われつ つ あ ○近世 に流行 した多 くの講が近代 以降、消滅 して い 資料 「大 田区内 の

る講 の現状 る或 いは消滅 しつつあ ることを教員 の説 明か ら理解 念仏講の現状」

す る 。

地域の人 々に ○ 現 代 に残 る信 仰 の最 もポ ピュ ラ ー な形 と して 、 自 VTR「 大森神社
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今 も守 られて 分た ちの地元 にある祭 りが あげ られ ることを知 る。 の祭礼の様子」

展 いる信仰:祭 また、学校 の地元 の祭礼 のVTRの 様子か ら、地域

礼 の人々が協 力 して地域 の祭礼が行 われてい るこ とを

読 み と る。
すい し まい

祭 礼 ・芸 能 の ○大森 ・厳正 寺の水止舞(雨 乞いに関連す る獅子舞) 資料 「大森 に残 る

本来の意味 を例 に祭礼 ・芸能が本来共 同体 の秩序 を維持す るた 水止舞」

め に 、共 同 体 の 祈 願 を行 う もの 、神 意 を 聞 く もの で

あ っ た こ とを理 解 す る。

○先 ほ どの美原地 区の祭 りのVTRに 関す る教員 の

説 明 に よっ て 、① 他 地域 の 人 も御輿 をかつ いで い る、

開 ② 見 物 人が 多 い 、 とい った こ と を知 り、共 同体 以 外

の 人 間 が祭 りに 関 わ って い る こ と を知 る 。 そ して 、

祭 りが共 同体 だ けの もの で な くなって い った現象 は、

近世 か ら始 まる都市型の祭礼の特色の一 つであ り、

現代 では一般 的な現象であ ることを理解 する。

現代 人の心 に ○民 間信仰へ の関心が薄れた現代で も、神仏へ の祈

残 る信仰の形 りの心性 が私 たちに もあ る こ とに気 づ く。(例:①

合格 祈願 な どの願掛 け、②正 月の初詣)

○ ただ し、現代人の祈祷 は、近代以前 にはふつ うだっ

た村落の祭礼 の ような共 同体 の祈願で はな く、個 人

の 利 益 を求 め る もの で あ る こ とに気 づ く。

近世 の江戸 と ○現代的 な信仰 の簡略化 ・個人化 ・日常化の源流が、

ま い う地域 で始 人口の流動的な江戸 とい う都市地域でお こった宗 教

ま った 信 仰 の 的傾向、す なわち、共 同体外(個 々人)の 祈願 が重
は や りがみ

と 簡 略 化 ・個 人 要度 を増 し、流 行神 の出現や現世利益信仰の流行 な

化 ・日常 化 どの 現 象 にあ る こ と を理 解 し、 も う一 度 、 近 世 の 江

め 戸の民間信仰の特色 を確 認す る。(近 世 の民衆 の宗

教 の 動 向 に関 して は、 第2時 限 で扱 っ て あ る 。)

(4)評 価 の観点 ①資料 を正 しく読 み と り、考察す るこ とがで きたか。② 近世江戸 で流行 した

信仰 の簡 略化 ・個人化 ・日常化が現 代人の信仰の心性 といか につ なが ってい るかを理解 で き

たか。③ 民間信仰が人々の生活 に根 ざ し、人々の心情 に関わって きた もの だ とい うことに気

付 いたか。④ 調査や発表 を きちん とお こな うことがで きたか。

(5)指 導上 の留意点 ①地域史 に時間が とられない ようにす る。② 呪術 ・占い ・妖 怪 な どオ

カル ト的 な方向 に流れ ないようにす る。③VTRや 資料 は具体 的な印象 を生徒 に与 えられ る

ように準備す る。④ 時間 の都合上、発表 は簡単 な内容 に とどめ、質疑応答 は設定 しない。
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ま とめ

今 回、研 究主題である 「国際社 会 に生 きる人間 として、自 ら課題 を追究 し、行動す る資 質 を

養 うための授 業展開の工 夫」 を念頭 において、三つ のグループに分 かれて研究 を進 めて きた。

その 中で指導 案 を作 成 し、実際 に研 究授 業等 を行 って改 めてわか ったこ とは、"生 徒 が主体 的

な学習 を行 うための指導 ・援助のむずか しさ"で ある。個 々の事例 に より、生徒 には国際社 会

を生 きてい く上で気付いて ほ しい事象 については、ある程 度興味 ・感心 を投 げかけ るこ とは で

きた。 しか し、その一方で 、生徒が 自ら課題 を追求 し、行動す る資 質を養 うとい う点で は、 そ

の指導 のあ り方 は、 さらに作業的 ・体験的 な学習等 を どう展 開 してい くか工夫 が必要であ る。

生徒一 人ひ と りが生 き生 きと活動す る授業 をつ くってい くことは、そ う容易 な ことで はない。

しか し、その ことが今 日的 なね らいであ り、新学習指導 要領 において も強調 されてい ると ころ

である。今 回の研究 を契機 として、今後 も進学 を重視 した学校 において も、基礎 ・基本の学 習

を重視 した学校 にお いて も、生徒が受 身にな らず、作業的 ・体験 的 な学習 を重 視 し、生徒 が学

び方 を学 び、生徒 自 らが主体的 に取 り組 んで いける学習の在 り方 を さらに追究 してい きた い と

考 えてい る。
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